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１ 研究目的

•精神疾患、発達障害、高次脳機能障害によ
る休職を経て復職した方の「キャリア再形
成」を調査

※「キャリア再形成」とは、復帰過程における
「仕事観・やりがい・人生・興味といった自分
の価値観の振り返り」であり、ここでは「キャリ
アの見つめ直し」と表現する
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２ 文献調査
著者・発行年 タイトル 目的（明らかにすること）

川崎舞子
（2012）

うつによる休業者が体験した援助専門家との関
わりに関する質的研究

・休業者が職場復帰支援にどのようにつながり、
援助専門家とどのような関わりを持ったか
・それらの関わりを休業者自身がどのように評価
したか

川崎舞子
（2015）

うつ病患者の職場復帰プロセスに関する検討－
休業時からリワークプログラム参加への準備期
に焦点を当てて－

休業者がどのように職場復帰準備を始める段階に
移行していくのか

野田実希
（2019）

休職者の視点から職場復帰過程における心理的
支援を考える －メンタルヘルスと職業的自己に
関する文献検討－

休職した職業人の内的体験に関する研究を概観し、
当事者の心理的テーマと心理的支援における課題
を見出す

村上詩歩、奇惠英
（ 2021）

メンタルヘルス不調による休職者の「心理的復
職」の過程

当事者の視点からのリワーク活動の実際と評価、
ソーシャル・サポートの実際
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本研究は

①当事者、キャリアにかかわる様々な支援機関、企業にそれぞ
れの立場からの受け止め方 ②気分障害、発達障害者における
二次障害、高次脳機能障害者を対象とする
→支援を実施する側と利用者との一致や齟齬なども追う



３ 調査方法

1. 支援機関に対するアンケート調査

2. 支援機関に対するヒアリング調査

3. 企業に対する調査

4. 復職した方に対するインタビュー

※本発表では支援機関に対するアンケート
調査結果の概要を報告する
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４ 支援機関に対するアンケート調査

1.調査対象
① リワーク支援を実施している医療機関
②地域センター（多摩支所を含む）

2. 調査項目
①利用者の「キャリアの見つめ直し」に何らかの
影響を与えたと思われた支援とその具体例

②支援以外で利用者の「キャリアの見つめ直し」
に何らかの影響を与えたと思われた事柄の例
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５ 医療機関アンケート調査

1. 目的
復職支援の実態と休職を経て職場復帰された
方々の復職過程における「キャリアの見つめ
直し」に関して把握する

2. 調査方法

一般社団法人日本うつ病リワーク協会に所属
している医療機関１９８機関の職場復帰支援担
当者あてに依頼文書を郵送。ｗｅｂアンケート
フォームで回答を依頼。

3. 実施時期
2023年９月中旬から10月中旬
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６ 医療機関アンケート結果
•回答数：６９（回答率３４．８％）
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１.疾病理解、セルフケア、再発予防など、症状自己管理のための支援

２.コミュニケーションスキル向上、対人交流など、コミュニケーションの支援

３.行動の振り返り、自己理解、内省など自己洞察のための支援

４.作業能力・集中力の向上や確認のための支援

５.自己課題取組、動機づけなどモチベーションのための支援

６.心身のバランス、リラックス法習得など、リラクセーションのための支援

７.体力向上、運動不足解消、ストレッチなど基礎体力のための支援

８.非言語感情表現、情操教育、カタルシスなど感情表現のための支援

９.その他

実施している支援及び利用者の「キャリアの見つめ直し」に影響を与えたと思われる支援

実施している支援 利用者の「キャリアの見つめ直し」に影響を与えたと思われる支援



６ 医療機関アンケート結果
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１.疾病理解、セルフケア、再発予防など、症状自己管理のための支援

２.コミュニケーションスキル向上、対人交流など、コミュニケーションの支援

３.行動の振り返り、自己理解、内省など自己洞察のための支援

４.作業能力・集中力の向上や確認のための支援

５.自己課題取組、動機づけなどモチベーションのための支援

６.心身のバランス、リラックス法習得など、リラクセーションのための支援

７.体力向上、運動不足解消、ストレッチなど基礎体力のための支援

８.非言語感情表現、情操教育、カタルシスなど感情表現のための支援

９.その他

具体例に影響を与えたと思われる支援

精神 発達



６ 医療機関アンケート結果

•【具体例の一部】

•仕事中心の生活から、余暇や私生活、家族を中心
にした職業生活を考えたい

•これまでの人生を振り返り「今回の休職は、自分の
周囲にはこんなに自分を助けてくれる人がいる事、
大切な人々が支えてくれているという事、を教えてく
れた」と発言していた

•【事柄の一部】

•利用者同士の交流、主治医、スタッフ、職場からの
話、家族との関係性

•ボランティアや地域貢献
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７ 地域センターアンケート調査

1. 目的
休職を経て職場復帰された方々の復帰過程
「キャリアの見つめ直し」に関して把握する

2. 調査方法
地域センター（多摩支所を含む）４８所に
desknet’s NEOアンケート機能で回答を依頼

3. 実施時期
2023年９月上旬から10月中旬
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８ 地域センターアンケート結果
•回答数：４８（回答率100％）

11

第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

１.生活リズム表を活用した生活管理、基礎的な体力向上のための支援

２.簡易作業、PC作業などの遂行能力や集中力を回復、向上させたり補完

手段を獲得させたりするための支援

３.SST、アサーションなどの対人技能の訓練

４.障害特性の理解、ストレス場面での体調管理、疲労のマネジメント等の

ための支援

５.本人から企業への連絡や交渉に関する支援

６.本人から主治医への連絡や相談に関する支援

７.キャリアプランの再構築のための支援

８.新たな職務に対応するための支援

９.企業に対する支援

10.その他、貴センター独自の取り組み

実施している支援及び利用者の「キャリアの見つめ直し」に影響を与えたと思われる支援

実施している支援 影響を与えた支援



８ 地域センターアンケート結果
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１.生活リズム表を活用した生活管理、基礎的な体力向上のための支援

２.簡易作業、PC作業などの遂行能力や集中力を回復、向上させたり補完

手段を獲得させたりするための支援

３.SST、アサーションなどの対人技能の訓練

４.障害特性の理解、ストレス場面での体調管理、疲労のマネジメント等の

ための支援

５.本人から企業への連絡や交渉に関する支援

６.本人から主治医への連絡や相談に関する支援

７.キャリアプランの再構築のための支援

８.新たな職務に対応するための支援

９.企業に対する支援

10.その他、貴センター独自の取り組み

具体例に影響を与えたと思われる支援

精神 発達 高次脳



８ 地域センターアンケート結果

【具体例の一部】

•今まで仕事中心の生活を送ってきたが、これからは家
庭に割く時間を増やし、家族を支える生活がしたい

•自分の専門知識を生かした社会貢献を実感できる生
き方をしたい

•職場でうまくいかずに人を信じられなくなっていたが、
もう一度人を信じてもいいのかな、と発言があった

【事柄の一部】

•利用者間の意見交換、家族、友人、主治医、上司、同
僚、支援スタッフ等とのコミュニケーション

•読書やインターネット
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９ 今後の進め方

•協力可能な医療機関、地域センターへのヒ
アリング

•ＥＡＰ機関、高次脳機能障害者の支援機関
へのヒアリング

•休職、復職した方に対する働きかけや配慮
などについての企業への調査

•企業等の働きかけや配慮についての利用者
インタビュー
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